
人口10万人あたり医師数（臨床医）の推移
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「医師の需給に関する検討会」による推計に基づき算出
ただし、推計人口は最新版（「日本の将来推計人口」平成18年12月推計）を利用
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人口10万人あたり医師数（臨床医）と医学部定員
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「医師の需給に関する検討会」による推計に基づき算出
ただし、推計人口は最新版（「日本の将来推計人口」平成18年12月推計）を利用

■ 2030年以降の人口当たりの医師数の安定維持を考えると、医学部定員を1.5倍とした
場合、2020年から医学部定員の削減を始め、2030年には3,462名とする必要がある。

■ 80大学でも、2030年からの一大学当たりの定員は43.3名になるおそれがある。
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